
ここまできた遺伝子治療

NPO健康医療開発機構
Email：jimu@tr-networks.org　https://www.npotrnetworks.com

主催：特定非営利活動法人 健康医療開発機構　　協賛：たか（隆華）行政書士事務所　　志成データム株式会社

NPO健康医療開発機構　第19回シンポジウム

東京大学医科学研究所１号館講堂と会
　場 オンラインによるハイブリット開催

2026年

３月28日㈯ 
日
　時

13：30～17：00

申
込
方
法

健康医療開発機構のホームページ
https://www.npotrnetworks.com/
よりお申込みください。

2026年３月27日㈮申込締切

（健康医療開発機構会員、
未病社会の診断技術研究
会会員、学生は無料）

参加費

1,000円 一般
定員120名

対象

13 :30-13 :35
開会の辞 清水 昭（健康医療開発機構・理事長）

13 :35-14 :25
基調講演 「遺伝子治療の潜在的価値と社会が負う責任」

小野寺 雅史（大阪大学大学院工学研究科・特任教授）

14 :25-15 :05
講演：遺伝子治療最近の進歩 １.「先天代謝異常に対する遺伝子治療」

小林 博司（東京慈恵会医科大学 総合医科学研究センター遺伝子治療研究部・教授）

15 :20-16 :00
２.「眼疾患に対する遺伝子治療」

池田 康博（宮崎大学医学部眼科学教室・教授）

16 :00-16 :40
３.「CAR-T細胞療法～現状と今後の展開～」

中沢 洋三（信州大学医学部小児医学教室・教授）

16 :40-17 :00
総合討論 司会　　　 谷 憲三朗（九州大学名誉教授、健康医療開発機構・副理事長）

パネリスト　小野寺 雅史、中沢 洋三、小林 博司、池田 康博

閉会挨拶
阿川 清二（NPO健康医療開発機構・事務局長）

15 :05-15 :20 休　憩



Ａ：東京メトロ南北線・都営地下鉄三田線白金台駅下車。
Ｂ：JR山手線目黒駅東口から徒歩15分。 JR山手線目黒駅東口から都バス品93大井競馬場行で、白金台駅前下車。

あるいは、都バス黒77千駄ヶ谷行または橋86新橋駅行で、 東大医科研病院西門下車。
Ｃ：JR品川駅から都バス品93目黒駅行で、白金台駅前下車。
Ｄ：東京メトロ日比谷線広尾駅そばの都バス広尾橋から黒77または橋86目黒駅行で、 東大医科研病院西門下車。

1986年北海道大学医学部卒業。
小児科医として複数の医療機関に勤務。1994年より米国国立衛生研究所（clinical gene therapy 
branch）に留学。2008年より国立成育医療研究センターに赴任し、2019年より遺伝子細胞治療推進
センターのセンター長。2025年に定年退職し、現在、大阪大学大学院工学研究科の特任教授。
専門は小児科学、免疫学、遺伝子治療。

小野寺 雅史

（敬省略）

長野優華代表行政書士
TEL＆FAX　03-6457-6003
〒169-0075
東京都新宿区高田馬場4-9-11-503

たか（隆華）行政書士事務所

人権の尊重、規範に誠実、社会への貢献の理
念の下、より高いサービスの提供に努め、お
客様の信頼を得るために尽力してまいります。

【協賛】

1991年３月山形大学医学部卒業。
1994年４月東京慈恵会医科大学小児科学講座 助手、2002年４月南カリフォルニア大学付属ロサンゼ
ルス小児病院Research Immunology and BMT研究留学。2004年９月帰国、東京慈恵会医科大学小
児科学講座 助手に復帰、2006年２月医学博士学位受領 同講師 診療医長、2012年６月東京慈恵会医科
大学 総合医科学研究センター准教授、2020年12月 同教授（小児科兼務、同非常勤診療医長　遺伝診
療部兼務）2021年４月同遺伝子治療研究部長就任、現在に至る。

小林 博司

1995年九州大学医学部卒業。
1995年九州大学医学部眼科 入局、2003年九州大学大学院医学系研究科博士課程修了、2004年九州
大学病院眼科 助手（現、助教）、2015年九州大学病院眼科　講師、2016年九州大学大学院医学研究院
眼病態イメージング講座 准教授、2018年九州大学大学院医学研究院眼科学 准教授。
2019年宮崎大学医学部感覚運動医学講座眼科学　教授、現在に至る。

池田 康博

1996年３月旭川医科大学医学部卒業。
1996年５月信州大学医学部附属病院小児科、2003年３月信州大学大学院医学研究科修了（医学博士）。
2007年４月ベイラー医科大学細胞・遺伝子治療センター。
2011年６月信州大学医学部附属病院小児科・助教、2014年４月同講師、2016年10月信州大学医学
部小児医学教室・教授。2019年４月信州大学・卓越教授、2019年４月信州大学遺伝子・細胞治療研究
開発センター・センター長、現在に至る。

中沢 洋三
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